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合同 聖歌隊 

セン トポール 大聖堂 聖歌隊 及び 王室 礼拝堂 聖歌隊 
指揮 セント ボール 大聖堂 音楽監督 アン ド リュー. カー ゥッ 



ャ モン ド 聖歌隊 
連合王国 各地の 児童が 選拔さ れ 
セ ン ト ボール 大聖堂 参事会から 特別 委嘱 さ れた 
ウィル. トツ ド 作曲の 聖歌 「知 患の 呼び声」 を 合唱 



セン ト ポー ル 大聖堂 ォ ル ガ ン 
演奏 ォ ルガ ン 奏者 ■ 音楽監督 補 サイ モン ■ ジョン ソン 
前奏 副 オルガン 奏者 ティモシ 一. ゥュク 
ン 学者 サイ モン ■ ホーガン 



王室 騎兵 ラ ッ パ手 
指揮 主席 ラ ッ パ手 ティム. ウェスト 



王立 空軍 中央 軍楽隊 フ アン ファー レラッ パ手 
指揮 ダンカン ■ ス タツ ブス 空軍 中佐 
ダンカン ■ ス タツ ブス 作曲 特別 曲 「ジュ ビラ ーテ」 



ゥ ニールズ 近衛 連隊 軍楽隊 
指揮 ステ ファン ■ バー ンゥュ ル 陸軍 中佐 



演奏 オルガン 学者 サイ モン ■ ホーガン 

チャールズ' ヒュ バート • へース ティ ングス 'パリ 一 (1848-1918) 「トッカー タど フーガ」 （ザ • ワンダラー） 

エドワード. ベア スト 一 （1874-1946) 「オルガン ソナタ 变 ホ長調」 

ラルフ ■ ヴ オーガン • ウイ リア 厶ズ （1872-1958) 「ロジ メードル」 

フランク • ブリ ッジ （1879-1941) 「オルガンの ための 三つの 曲から • ホ長調 アダージョ」 

演奏 ウエールズ 近衛 連隊 軍楽隊 

ジョージ. フレデリック. ヘンデル （1685-1759) 「歌 ま J ロナ ルドから • 私お 立 かせて 〈ださい」 (1711) 
エドワード. エルガー （1857-1934) 「ァヴ i . ヴ i ルム. コル プス」 （作品 1 . 第 2) 

ルード ウイ ヒ. ファン. ベー 卜 一^ ' 、、ノ (1770-1827) 「ゲレ ルトの 詩に よる 六つの 歌曲より . 天 は 神の 栄光 を 語り」 （作品 
48 • 第 4) 

作者 不詳 「いざ 喜べ」 フィ リ ップ • スパーク （1951 生） 編曲 

フ エリクス. メンデ ノ レス ゾーン （1809-47) 「オラトリオ 聖パゥ 口より '目覚めよ ！」 （作品 36) 
クロード. ドビュッシー （1862-1918) 「夢想 曲」 (1890) 

演奏 副 オルガン 奏者 ティモシ 一. ゥュ クレル 

ヨハン. セ バス チャン. バ ッノヽ （1685- mo) 「トッカー タヒ フーガ. へ 長 OTV540) 

力 ミー ュ. サン =サ ーンス （1835-1921) 「幻想曲 第一 番变 ホ長調」 (1857) 

フ エリクス • メンデルスゾーン （1809-47) 「オラ 卜 リオ 聖 バウ 口 序曲」 （作品 36) W • T • ベスト （1826-97) 編曲 
チャールズ. ヒュ バート . へース ティ ングス .パ リー (1848-1918) 「コラール 前奏曲. タ" ン ディー」 



礼拝 式次第 

会衆 は 太字 を 共に 唱和す る。 



参入の 間 は 会衆 は 着席 している。 女王陛下 どェジ ン バラ 公が 大聖堂 西 階段に 到 
着され ファン フ アーレ が 鳴 つたら 起立 す る 。 



午前 9 時 45 分に 聖堂 参事会、 ロンドン 主教、 カンタベリー 大主教 は、 聖堂 参事 
会長 用側廊 から 出て 南側 靡 を 進んで 大聖堂 西門大 扉に 行 く 。 



午前 9 時 50 分に 王族が 大聖堂 西鬥大 扉に 到着し、 聖堂 参事会、 ロン ドン 主教、 
カン タべ リ 一大 主教の 挨拶 を 受けた 後、 一緒に 進んで ドーム 直下の 座席に 着 く 。 



午前 9 時 55 分に 世界 諸 宗教 代表者が 聖堂 参事会 長 用側廊 を 出て、 ドーム 直下の 
配置 場所に 進む。 



午前 10 時に 紋章 院大 官、 紋章 院中 官、 紋章 院 小官が 聖堂 参事会 補佐 職 用 側廊を 
出て 大聖堂 西 端に 進む。 



ヨーマン 近衛兵 は 化 階段 を 出て 墓所よ り 身廊化 側廊を 進み、 大聖堂 西 端の 配置 
場所に 着 く 。 



名誉 近衛兵 は ヨーマン 近衛兵に 続いて 身廊 を 進み、 ドーム 直下の 配置 場所に 着 

< 



午前 10 時 5 分に 口 ン ドン 市長が 西 階段に 到着す る。 



午前 10 時 7 分に 王室 礼拝堂 聖歌隊、 セント ボール 大聖堂 聖歌隊、 聖堂 参事会 補 
佐団、 各 キリスト教 流 代表者、 聖堂 参事会、 王室 礼拝堂 祭具 室長、 王室 礼拝堂 
参事会 副会長、 王室 付抆 師団 執務、 王室 付抆 師団 会長、 王室 慈善 担当 主教、 ス 
コッ 卜 ラン ド 聖公会 主 座 主教、 化 アイ ル ラン ド 及び ゥ ユール ズ 大主教、 スコッ 
ト ランド 長老教会 大会 議長、 ヨーク 大主教 は、 聖堂 参事会 長 用 側廊を 出て 聖歌 
隊 席の 配置 場所に 進む。 



午前 10 時 10 分に 王族が 自動車で 西 階段に 到着 し、 口 ン ドン 市長の 挨拶 を 受け、 
西鬥大 扉に 導かれ、 聖堂 参事会、 ロンドン 主教、 カンタベリー 大主教の 出迎え 
を 受け、 一緒に 進んで ドーム 直下の 座席に 着く。 



午前 10 時 25 分に ゥ ユール ズ 大公 （皇太子）、 コ ンゥォ ール 公爵夫人 （皇太子 夫 
人）、 ケン プリ ッジ公 （ウィリアム 王子）、 ケ ンブリ ッジ 公爵夫人 （キャサリン 
妃）、 ヘン リ 一王 子が 西 階 狭に 到着 し、 ロン ドン 市長に 導かれて 西鬥大 扉に 進み、 
聖堂 参事会、 ロンドン 主教、 カンタベリー 大主教の 出迎え を 受ける。 



午前 10 時 28 分に フ アン ファー レが 鳴つ 卞: ら 会衆 は 起立 し、 女王陛下 ヒェ ジン 
バラ 公が 西 階段に 到着し、 西門大 扉に 導かれ、 ロン ドン 市長が 真珠 剣 を 奉持し 
て 女王陛下の 前 を 進む。 



女王陛下 どェジ ン バラ 公 は、 聖堂 参事会、 口 ン ド ン 主教、 カン タ ベリ 一大 主教、 
ウェールズ 大公、 コン ウォール 公爵夫人、 ケンブリッジ 公、 ケンブリッジ 公爵 
夫人、 ヘンリー 王子の 出迎え を 受け、 参入す る。 



待 者 

カンタベリー 十字架 
カン タ ベリ 一大 主教 



聖堂 参事会 長 侍者 
十字架 奉持 者 待 者 
儀式 係 
聖堂 参事会 

待 者 

口 ン ド ン 主教 代理 
口 ン ド ン 主教 
主教 付 牧師 

紋章 院大官 紋章 院中官 紋章 院 小官 

へ ン リ 一王 子 
ケ ン ブ リッジ 公爵夫人 ケ ン ブ リ ッ ジ 公 
コン ウォール 公爵夫人 ゥ ユール ズ 大公 

真珠 剣 を 奉持 した ロン ド ン 市長 

ェ ジン バラ 公 女王 

午前 10 時 30 分に フ アン ファー レの 演奏。 




女王が 身廊を 通って 進む 間に 歌 う 。 

わたしたち は あ な た をた たえます おお、 神 よ 。 
あなた こ そ 主で あ る こど を 告白し ます。 
あなたに 向かい、 全ての 天使た ち は。 斗び 歌います 
もろもろの 天 も、 そこに 住む 全ての 諸 権力 も。 
あなたに 向かい、 ケ ルビ ムも セラ フィ ムも 歌い 続けます 
聖な るかな、 聖な るかな、 聖な るかな、 万軍の主なる 神 
天と地 は あなたの 威光 ど 栄光に 満ちて います。 

輝 〈使徒た ちの 一団が、 あなた をた たえます。 

信仰深い 預言者た ちの 群れが、 あなた をた たえます。 

高潔 な 殉教者 た ちの 軍勢が、 あ な た をた たえま す。 

全世界の 聖 なる 教会が、 告白し ます 

限 り ない 威光に 輝 く 御 父 を 

尊い、 まこ どの、 ただ ひどりの 御子 を 

慰め 主なる 聖霊 を。 

あなた は 栄光の 王です おお、 キリストよ。 

あなた は 御 父の 永遠の 御 子です。 

あ な た は 人類 を 解き 故った めに 人 どなって く ださ り 

お どめ マ リ ァの胎 にお 宿 り にな られ まし た。 

あなた は 死の 鋭い 棘 を 打ち破 り 

信じる 全ての 者た ちに 天の 御 国 を 開いて < ださい ま した。 

あなた は 御 父の 右に、 御 父の 栄光のう ちに おられます。 

あ な た が 世 を 裁く ために 再びお いでになる こど を、 わたしたち は 信 じ ま す。 

わたしたち は 祈ります 神の しもべなる わたしたち をお 助けく ださい。 

あなた は 尊い 血潮 を もって、 わたしたち を 贖って く ださい ま し た。 

どこ しえ の 栄光に あずかる 聖徒た ちのうち に 

どうか わたしたち を もお カロえ く だ さ い。 

曲： テ. デゥ厶 ト長調 

ラルフ . ヴ オーガン . ウイ リア ムズ （1872-1959) 
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開 式の 辞 

式辞 

デ ビ ッ ド. アイ ソ ン 師 

セ ン ト ボール 大聖堂 参事会 長 

わた したち は 今日 この 大聖堂 教会に つどい、 女王の 御世の 繁栄の ゆ えに 全能の 

神に 感謝 を ささげる ものであります。 また、 女王陛下の 60 年に 及ぶ 統治 ど 奉仕 
ど を、 この 雲 5 念の 年に 喜び 祝う ものであります。 

わたしたち は 忠実な る 臣下 ど して 王国 ど 英連邦 諸国の 各地 か ら ここ につ どい、 
神が 女王 ェ リ ザべ ス に 授けた も う 祝福の ゆえ に 感謝 を ささ げ、 女王の 御世に お 
いて わた したち の 国 マが 享受 している 一 ど 多様性と を 祝う ものです。 

わたしたち は 信仰の 民 ど して ここ につ どい、 女王陛下 ど すべての 王族の ために 
祈り を ささ げ ます。 神が さ らに 王家 を 祝福 し 導いて、 王家が 担う つどめ の 全て 
を 果たさせて 〈ださいます ように。 また、 王家が この 15 念の 年の 祝いに おいて 
豊かな 力 を 見出す こ どが できます よ う に、 神に 願い を さ さ げ ます。 

わたしたち は ここにつ どい、 女王陛下が 真実に 奉仕し、 献身し、 キリストの 召 
命 を 深 〈感じて 全能の 神の 栄光の ために 生きて おられる こどの ゆえに、 神に 感 
謝 を さ さ げ ます。 わた したち も また 女王陛下の 模範から 霊感 を 受ける こ どが で 
きる よう に 祈り ます。 どう か 神が 女王陛下 にさ らに榣 ぎない 信仰 を 授けて < だ 
さ り、 すべての 臣民への 愛 を 授けて く ださい ますよ うに。 

わたした ちの すべての 感謝 ど 祈り ど を、 イエスが わたしたちに 教えて く だ さ つ 
た 言葉 を 通して 全能の 神に さ さ げ ます。 

天に おられる わたしたちの 父よ 
み 名が 聖と されます ように。 
み 国が 来ます よ う に。 

みこ こ ろが 天に 行われる とおり 地に も 行われます ように。 

わたしたちの 日 ごと の糧 を 今日 もお"^ えく ださい。 

わたしたちの 罪 をお ゆるしく ださい。 わたしたち も 人 を ゆるします。 

わたしたち を 誘惑に おちいらせず 

惡 からお 救い く ださい。 

国と 力と 栄光 は、 永遠に あなたの ものです。 
アーメン 
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讚美歌 



地に 住む 全ての 民よ 

喜びの 声 を も っズ 主に 歌え。 
おそれおののいて 主に 仕え、 主への 賛美 を 語り伝えよ。 

主の 御前に 進み、 神 を 喜べ。 



知れ、 主 は 神で あ りたもう。 

われらの 助け を 得ず して、 神 はわれら を 造りた もう。 
われら は その 民。 神が われら を 養いた もう。 

われら は 主の 羊。 神が われら を 担いた もう。 



賛美 を も つて 神の 門に 入れ。 

喜び を も っズ 神の 庭に 進め。 
喜べ、 大きな 声で 神の 御名 を つねにた たえよ。 

それ こ そが われらの なすべき こ ヒ。 



なにゆえ か？ 主なる 神が 善で ありた もうから。 
神の あわれみ は いつまでも 確かで ある。 

神の 真実 はヒこ しえ に 固く 立つ。 
世から 世へ、 摇 るがずに 続 く 。 



父と 子と 聖霊なる 神に 向かって 

天と地 は 礼拝 を さ さ げる。 
人間 も 天使の 万軍 も 

とこしえに 神 を 賛美し、 栄光 を ささげる。 アーメン 



fFl 司： ウイ リ アム • キー ス （1594 没） 曲 ： 古 第 百' 編 

ジュネーブ S 寺 ilf: (1551) 
ラルフ . ヴ オーガン . ウイ リア ムズ （1872-1958) 編曲 



着席 
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旧約聖書 朗読 

朗読 者 

マイ ケル . コルク ロー 師 

聖堂 参事会 牧師 • 常住 参事会 員 

知 患が 呼びかけ、 英知が 声 を あげてい るで はない か。 聞け、 わたし は 指導者 ど 
して 語る。 わたし は 唇 を 開き、 公平に ついて 述べ、 わたしの 口 はまこ ヒを 唱え 
る。 わたしの 唇 は 背信 を 忌むべき こど どし、 わたしの 口の 言葉 はすべ て 正しく、 
よこ しまな こども 曲がった こども 含んで いない。 理解力の あ る 人に は、 そ れが 
すべて 正しい ど 分かる。 知識に 到達した 人に は、 それが すべて まっすぐ である 
ど 分かる。 銀よ り もむ し ろ、 わた し の 諭 し を 受け入れ、 精選 さ れた 金よ り も 、 
知識 を 受け入れよ。 知 患 は 真珠に まさり、 どのような 財宝 も 比べる こど はでき 
ない。 わたし は 知 患。 熟慮と 共に 住まい、 知識 ど 慎重 さ を 備えて いる。 

廣言第 8 章 1 節、 6 節から 12 節 

詩 編 

諸国の 民よ、 こぞって 主に 帰せよ 

栄光 ど 力 を 主に 帰せよ。 

御名の 栄光 を 主に 帰せよ。 

供え物 を 携えて 神の 庭に 入り 

聖 なる 輝きに 満ち る 主に ひれ 伏せ。 

全地よ、 御前に おののけ。 

国 マに ふれて 言え、 主 こそ 王 ど。 

世界 は 固 〈据えられ、 決して 揺らぐ こど がない。 

主 は 諸国の 民 を 公平に 裁かれる。 

天よ、 喜び 祝え、 地よ、 喜び 躍れ 

海 ど そこに 満ちる ものよ、 ど どろけ 

野と そこに あるす ベての ものよ、 喜び勇め 

森の 木 マ よ 、 共に 喜び 歌え 

主 を 迎えて。 

主 は 来られる、 地 を 裁 〈ために 来られる。 

主 は 世界 を 正 し 〈裁き 

真実 を もって 諸国の 民 を 裁かれる。 

栄光 は 世 マに 限りなく、 父 ど 子 ど 聖霊に あります よ うに。 
アーメン 

詩編 第 96 編 7 節から 13 節 詠 。割 乍 曲： ァ ラン • グレイ （1855-1935) 
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新約聖書 朗読 

朗読 者 

デイビッド ■ キヤ メロ ン 閣下 下院議 貢 
首相 

こういう わけで、 兄弟た ち、 神の 憐れみに よって あなたがたに 勧めます。 自分 
の 体 を 神に 喜ばれる 聖 なる 生ける いけにえ どして 献げ なさい。 これ こそ、 あな 
たがた のな すべき 礼拝です。 あなたがた はこの 世に 傲って はなり ません。 むし 
ろ、 心 を 新たに して 自分 を 変えて いただき、 何が 神の 御 心で あるか、 何が 善い 
こ ヒ で、 神に 喜ばれ、 ま た 完全な こどで あるか を わきまえ るよ うにな りなさい。 

わたしに 与えられた 患み によって、 あなたがた 一人一人に 言います。 自分 を 過 
大に 評価して はなり ません。 むしろ、 神が 各自に 与えて くださった 信仰の 度合 
ぃに^^、 じ て 慎み深 〈 評価すべ き です。 どい うの は、 わたしたちの 一つの 体 は 多 
< のき P 分から 成 り 立って いても、 すべての 部分が 同 じ慟 きをして いないよ うに、 
わたしたち も 数 は 多い が、 キリストに 結ばれて 一つの 体 を 形づくつ ており、 各 
自は 互いに 部分な のです。 わたしたち は、 与えられた 患み によって、 それぞれ 
異なった 賜物 を 持って いますから、 預言の 賜物 を 受けて いれ ば、 信仰に^ じ て 
預言し、 奉仕の 賜物 を 受けて いれば、 奉仕に 專 念しなさい。 また、 教える 人 は 
教えに、 勧める 人 は 勧めに 精 を 出しなさい。 施し をす る 人 は 惜しまず 施し、 指 
導す る 人 は 熱心に 指導し、 慈善 を 行う 人 は 快 く 行いな さ い。 



愛に は 偽 り があって はな 


りません。 惡を 


憎み、 善 


か ら 


離れず 




兄弟 


愛 を もって 


互いに 愛 し、 尊敬 を も つ 


て 互いに 相手 を 


優れた 者 


ど 思 


いなさ 


、 ヽ 




らす 励み、 


霊に 燃えて、 主に 仕えな 


さい。 希望 を も 


つて 喜び 


、 苦 


難を耐 


之 


忍び 


、 た ゆまず 


祈 り な さい。 聖 なる 者た 


ちの 貧し さを自 


分の も の 


ど し 


て 彼ら 


を 


助け 


、 旅人 を も 


てな すよ う 努めなさい。 
















あなたがた を 迫害す る 者 


のた め に 祝福 を 


祈 り な さ 


い 


祝福 を 


祈 


る の 


であって、 


。兄って はなり ません。 喜 


ぶ 人 ど 共に 喜び 


、泣 〈人 


ど 共 


に 泣き 


な 


さ い 


。 互いに 思 


い を 一^ つに し、 高ぶらず 


、 身分の 低い 人 


マ ど 交わ 


り な 


さ い。 


自 


分 を 


賢い 者 ど う 


ぬ ぼれ て はなり ません。 


だれに 対 しても 


S 1' S i- 


さ 


ず、 す 


へ 


て の 


人の 前で 善 


を 行うよう に 心がけな さ 


い。 できれば、 


せめて あ 


lb! 


が た は 




y へ 


て の 人 ど 平 



和に 暮ら しなさい。 

ローマの 信徒への 手紙 第 1 2 章 1 節から 1 8 節 
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説 教 

I 兌教者 

ローワン • ウイ リ アム ズ 博士 

カン タ ベリ 一大 主教 ■ 全ィ ングラ ン ド主座 主教 



聖 歌 

ああ、 義ど 愛の 太陽で あるお 方よ 
いど 高き どころ にある 清い 光よ 
われらの 凍えた 世界 を 照らす 永遠の 光よ。 
あなたの 明るい 輝き は 

われら を 目覚めさせ、 信仰の 喜び を 得させて 
希望 を もつ ズ 天へ ど はばたかせて 〈ださる。 

来て 〈ださい、 早く、 あなたの 栄光 を 輝かせて 〈ださい。 

われらの 暗い 天に、 神の 光 を まどわせて 〈ださい。 

輝く 聖徒た ち が あなたの 周り を 走 り 

いど 高き どころ で、 あな たの 御座 を 星の ように 囲みます。 

御 目に かな つて 信任 さ れ、 神の 相談 者 どされ た 者た ち は 

ひどり ひどりに 患み が 量り 夸 えられて、 あ なた の 力が 証 しされます。 

あなたの 明るい 光 を、 罪の 暗闇に 照ら して < ださい。 
われらの 自然の 性質 はすべ て、 永遠の 光に 浴す るで し よ う。 
あなた どの 交わりの 中で、 造り 変えられる 日 
かって 汚れて いた 魂 は、 いま、 内側から 清く されます。 アーメン 

fgt 司： H • R • ブラ ムリー （1833-1917) 作曲 ： チャールズ. ゥッ ド （1866-1926) 



着席の まま、 もしくは、 ひざまずく 
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連祷 ど 感謝 

祈祷 者 

ジ エイ ソン. レン デル 師 
聖堂 参事会 補佐 職 ■ 聖歌隊 司書 

ジ エンマ ■ サミ ユエル 

聖 ヨハネ 救急 隊 ■ 令 年度 全国 代表者 

シャトル ワース 卿 ロイヤル. ヴィク 卜 リア 難 章 叙 難 者 
ラン カシャ 一地 方 長官 

ハン 十. サビ ッ トー 等 候補生 
海軍 少年団べ ケ ナム ■ ダリ ッ ジ隊 

力 マレ シュ ■ シャル マ 閣下 

英連邦 事務総長 

サミュエル. ォド ウジ ナ 
ェジ ン バラ 公赏 ■ 金赏 受賞者 

ナオミ ■ ス ペン サー 

皇太子 慈善 基金 ■ 今年度 青年 大使 

ケィ トリン ■ リプリー 
ボー イス カウ ト 最高 赏 受賞者 

ジャ ィルズ ■ R ■ サグ ドン 陸軍 大尉 王立 兵站 軍団 
陸軍 グ ルカ 兵站 連隊 
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女王陛下の 生涯に わたる 奉仕の ゆえに、 感謝し ましょう。 女王陛下 は、 わたし 
たちの 国の 元首で あり、 英連邦 諸国の 首長で あり、 信仰の 擁護 者で あり、 民の 
しもべであります。 神が 女王陛下 を さらに 祝福して 〈ださって、 P 茔下 がその 生 
涯ど 職務の 中に 愛 ど 喜び ど を 見出 し 続ける こ どが でき ますよう、 わたしたち は 
祈 り ます。 

主よ、 あわれんで 〈ださい。 
われらの 祈り をお 聞きく ださい。 

ああ、 神よ、 御 力 を もって 民の 必要 を 満たして 〈ださり 

愛 を もって 民 を ご 支配く ださる お 方よ。 

あなたの しも ベで ある 女王陛下に、 どう ぞ 祝福 をお 与えく ださい。 

女王陛下の 御世に おいて、 国が 賢明に 統治 さ れ 

教会が いつも 敬虔 ど稳 やか さ を もって 神に 仕える こど がで き ますよう に。 

女王陛下が まったき 心 を もって あなたに 祈り を ささ げ 

生涯の 終わ り ま で 善 きわ ざ を 忍耐 深 〈行う こど がで きます よ うお 助けく ださい。 

あなたの 導き によって、 どう か 永遠の 御 国へ ど 到らせて < ださ い。 

わたしたちの 主 イエス ■ キリス ト によ つてお 願いいた します。 

アーメン 

また、 連合王国 ど 英連邦 諸国の 内に わたしたちが 見出して いる、 豊かな 習慣 ど 
伝統の 遺産の ゆえに、 感謝し ましょう。 わたしたち は 政府、 企業、 市民社会が 
親し 〈手 を 取り合って 成長して 行ける こど を 祈ります。 

主よ、 あわれんで 〈ださい。 
われらの 祈り をお 聞きく ださい。 

ああ、 主よ、 われらの 全ての わざに 先だって、 どうかお 進みく ださい。 

あなたの 大 いなる 患み ど あわれみ によ り 

たえず われら を 助け、 われら を 進ませて 〈ださい。 

われらの すべての 仕事に おいて、 それ を 始めて 下さり、 続けさせて 〈ださり、 

あなたの 內に 終わらせて く ださい。 

あなたの 聖 なる 御名 が あがめられ 

ついに、 あなたの あわれみ によって、 永遠の 生命 を 得させて 〈ださい。 

あなたの 御名 によって お願いいた します。 

アーメン 
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キリス ト 教会の 証 し ど、 世界に 広がる 信仰の 共同体の ゆえに、 感謝 しましょう。 
わたしたち が、 兄弟 姉妹の 伝統 ど 知 患 を 尊重しながら 成長す る こど がで さます 
ように。 わたし た ちの 共通の 信仰の I 正 し を 神が 祝福 して 〈ださり、 わたしたち 
が 信仰 ど 奉仕 を 共に 分かち合う こどが できます ように。 神の もどに あって、 わ 
た したち が 信仰 ど 希望 ど 愛の 力強い 目に 見える しるし どなれ ますよ う に。 

主よ、 あわれんで 〈ださい。 
われらの 祈り をお 聞き く ださい。 

仕える こど を わたしたちに 教えて < ださい、 善き 主よ。 

あなた は 仕える に ふさわし いお 方。 

代価 を 考えず、 ささげる こどが できる ように。 

傷 をお そ れず、 戰ぅ こど がで き るよう に。 

休み を 求めず、 汗す る こどが でさる ように。 

報い を 願わず、 慟 〈こどが できる ように。 

あ な たの 御 心 を 知り、 御 心 を 行える ようにして 〈ださい。 

いま も、 どこし えまで も。 

アーメン 

王族が この 国の ためにな している 奉仕の ゆえに、 感謝し ましょう。 王族が 女王 
下 をお 支えす る こどが できます よ うに。 社会 活動 ど ボランティア 活動 を 支え 
励ます ため、 国の 諸 機関 ど 一緒に 働いて いる 王族 を 神が 祝福して 〈ださり、 わ 
た したち がお 互い を 喜び 尊び、 共通 善 を 追求して 行 く こ どが できます よ う に。 

主よ、 あわれんで 〈ださい。 
われらの 祈り をお 聞 さく ださい。 

あらゆる 善き こど の 源で あ る 全能の 神 よ 

わたしたち は 御前に へ り く だ り 求め ま す。 

ェ ジン バラ 公フィ リ ッ プ 殿下 を 祝福 して < ださい。 

ゥ エール ズ 大公 チ ヤール ズ 皇太子 ヒ すべての 王族 を 祝福 して く ださい。 

聖霊 を お授け く ださい。 

天の 患み を もって 富ませて ( ださい。 

あらゆる 幸福で 繁栄 させて < ださい。 

そ して、 あなたの 永遠の 御 国へ ど 到らせて く ださい。 

主 イエス ■ キリ ス 卜に よって 願い求めます。 

アーメン 
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女王陛下の 御世の 第 60 年 を 感謝し、 公務に よって 目に 見えて 示され、 信 仲に よ 
つて 支えられて 来た、 女王陛下の 生涯の 模範の ゆえに 感謝し ます。 敬愛す る 女 
王 陛下 を 通し ズ 神が われらの 手に 授けて < ださった 祝福 ど、 注いで くださつ た 
患み を、 感謝いた します。 

全能の 神、 すべての あわれみの 父よ 

われら は、 取る に 足らぬ しもべであります が 

御前に へ り く だ り 、 心 か ら 感謝 を あ な たに ささ げま す 

われらと すべての 人に 対す る 

あなたの 善と、 愛ヒ、 やさし さの ゆえに。 

われら は、 あなたの 創造と 保持の ゆえに 

また、 この 人生の あらゆる 祝福の ゆえに 

あなたに 賛美 を さ さ げ ます。 

しかし 何にもまして 

世界 を 贖い、 患み の 手段と なり、 栄光の 希望 ヒ なりたもう 
主 イエス • キリスト において 示された 

比類な き あなたの 愛 ゆえに 感謝いた します。 

わたし たち は 願います 

あなたの あらゆる あわれみ を 深く 感じて 

真実な 感謝の 思いで われらの 心 を 満た し 

あなたへの 賛美 を 語り伝え 

口 だけで な く、 生き ざま を 通して 

それ を 表す ことができ ますよう に。 

あなたへの 奉仕に この 身 を ささげ 

生涯の すべての 日 を 

聖 潔と 義 のう ちに 御前に 步 ませて く ださい。 
主 イエス ■ キリスト をヒ おして 

あなた と 聖霊に 

ほまれと 栄光が 

世 マ 限りな 〈あります ように。 

アーメン 

神よ、 生ける 者ら に、 患み を。 
死せ る 者ら に、 休息 を。 
教会 ど 女王 ど 英連邦 ど 
全人 類に、 平和 ど 一致 を。 
しもべで ある われらに、 どこし えの 命 を 
授けた まえ。 
アーメン 

起立 
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讚美歌 



ああ、 主 を 賛美せ よ ！ 

高き ヒ ころに て 主 を 賛美せ よ 

光の 天使ら よ 

主の 御言 葉 を 喜べ。 

主により て 造られし 

もろもろの 天よ、 主 を あがめ 

主の 御前に 礼拝 し 

輝き を もって 隊列 を 整えよ。 

ああ、 主 を 賛美せ よ ！ 

地の 上で 主 を 賛美せ よ 

新たに 生れし 子ら よ 

声 を ひとつに 合わせて。 

天から 主の 患み を 

賜わり し 者ら よ、 主 を 賛美せ よ。 

主から 愛の 歌 を 

教えられし 者ら よ、 主 を 賛美せ よ。 

ああ、 主 を 賛美せ よ ！ 

音 を かなでる すべての ものら よ。 

喜びの 弦 を もつ ズ 

周囲に 鳴 り 響かせよ。 

大きく オルガン を 鳴らし、 主の 栄光 を 

深き 音 を もって 語り伝えよ。 

たえなる ハープよ、 主の なした もう 

み わざ を 語り伝えよ。 

ああ、 主 を 賛美せ よ ！ 
感謝と 歌 を 
主の 御前に 注ぎ 出せ 
あらゆる 時代の 者 らょ。 
主 は 愛 を も つて 創造 し 
天 を 回復し 

患み を も つて 救いた も う 。 

ああ、 主 を 賛美せ よ。 アーメン アーメン 

ftt 司： ヘン リ '、一力 一 (182 卜 77) 曲： ラ ウタ" テ' ドミ ヌム 

C • ヒュ バート • H 'パーリー （1848-1918) 

着席 
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聖 歌 

知 患の 主、 真理の 主、 正義の 主、 あわれみの 主よ。 
われらが 栄光の う ちに あなた を 見る その 曰まで 
われら を かたわら に 伴い 步 いて < ださ い。 

高き を 目指して 努力し、 新しい 方向へ 身 を 転じ 
孤独な 場所に 進み 入 り 、 友 や 見知らぬ 人 を 迎え る ど さ。 

わたし はこ こにいる、 わたし はお まえ ヒ共 にいる 
わたし は 呼んで いる、 わたしの 声が 聞こえる か？ 

銀 は 腐食 虫 し、 金 は 値打ち を 失い 

宝石の 輝き はっかの ま。 求める もの は 消え去って 行く ばか り 。 

統治者 はわた しの も どで 諭し ど 知 患 を 受けて 治める。 
わたし を 愛する 者 を、 わたし は 愛する。 
わたし を 求める 者に、 わたし は 答える。 

神なる 父 ど 子 ど 聖霊よ、 ひど し 〈永遠に いますお 方よ。 
あなたに 栄光 をお 返しし ます、 いま も、 世の 終わりまで も。 

ィ tl 司： マイケル. ハン ベル （1967 生） 作曲： ウィル. トツ ド （1970 生) 

箴言 8: 卜 n に 基づく 
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特 祷 

祈祷 者 

リチャード. チャーターズ 師 ロイヤル. ヴィク トリ ァ動章 叙 無 者 
口 ン ドン 主教 ■ 王室 礼拝堂 参事会 長 

時 ど 永遠の 神よ 

あなたの 御子 は 主人で はな く 僕ヒ して 世 を 治めて おられます。 
わたしたち は あ な た に 感謝 ど 賛美 を ささげます。 
あなた はこの 国 を 祝福 し 

わたしたちの 愛し て やまない 威光 ある 女王 ェ リ ザべ スの 御世 を 
祝福して くださいました。 

女王 即位 60 周年に あた り 

女王に どう か 愛 ど 喜び ど 平和の 賜物 を 授け 

女王が 主なる 神に 信実に 従い 続け 

国土 ど 国民、 英連邦 I 者 国民への 奉仕に 身 を 尽くせ ますよう 

今 も 全生涯に おいても お助けく ださい。 

わたしたちの 主 イエス ■ キリス 卜の 御名に よって 祈ります 

アーメン 



起立 
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讚美歌 



わたし を 導いて ください、 ああ、 大 いなる 贖い 主よ 

荒野 を た ど る 巡礼者で あ る わたし を。 

わたし は 弱いです が、 あなた は 強い。 

力強い 御手 を もって わたし を かかえ ズ く ださい。 

天からの パン よ 

満ち足り るまで わたし を 養つ ズく ださい。 

病 をい やす 水が あふれ 流れ出 る 
水晶の 泉 をい ま 開いて く ださい。 
火と 雲の 柱 を もって 

わたし の 旅路の すべて を 導いて く ださい。 
力強い 解放 者よ 

いつでも わた しの 力と なり 盾と なって く ださい。 
ョ ル ダ ン の 川 辺に わたしが さ しか かると き 

わた しの れを 沈めて く ださい。 

死 も 地獄の 滅び も 死に絶えさせて 

わたし を 力 ナンの 岸辺に 無事 着かせて く ださい。 

賛美の 歌 を 

わたし は 永遠に あなたに さ さ げ ます。 



fpl 司 ： ウイ リ アム • ウイ リア ムズ （1717-91) 
tm: ピーター' ウイ リア ムズ （1727-96) 



曲： クム' ロンダ 

ジョン ■ ヒューズ （1875-1932) 
サイ モン • ジョン ソン （1975 生） 編曲 
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柷 祷 

祝祷 者 

カン タ ベリ 一大 主教 

行 さなさい、 世界へ、 平安のう ちに。 

良き 勇 f (^を 持ちなさい。 

た ゆまず 善 を 行いな さ い。 

だれも 惡を もって 惡に 報いて はならない。 

心 折れる 者 を 力 づけ、 弱い者 を 支えな さい。 

苦しむ もの を 助け、 すべての 者 を 尊びなさい。 

主 を 愛し、 主に 仕えなさい。 

聖霊の 力 を 喜び 

全能の 神の ネ兄福 を 受けな さ い。 

父 ど 子 ど 聖霊が 

あなたがたの 中に いつも 共に おられる よ うに。 
アーメン 



国 歌 



神よ、 いっく しみ 深き われらの 女王 をお 守り く ださい。 
われらが 高貴なる 女王に、 長寿が あります ように。 

神よ、 女王 をお 守り く ださい。 
女王に 勝利 を 

幸福と 栄光 をお 4 え く ださい。 
御世が 長 く 続きます ように。 
神よ、 女王 をお 守りく ださい。 

神に よ り 選ばれし 賜物で あ る 
女王に 喜びが 注がれ ますよ う に。 

御世が 長 く 続きます ように。 
女王が われらの 法 を 擁護 し 
た えず 理想 を 掲げる ことができます ように。 
心から 声 を あげ ズ 歌います 

神よ、 女王 をお 守り く ださい。 

曲： テサ ウルス • ムジ カス 1743 頃 
ゴー ドン . ジ ヱイ コブ (1895-1984) ,編 曲 
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後 奏 

演奏 オルガン 奏者 サイ モン ■ ジョン ソン 

ウィリアム • ウォルトン （1902-83) 「王 球 ど 王 杓」 (1953) 

演奏 ゥ ユール ズ 近衛 連隊 軍楽隊 

ェ ドヮー ド . エルガー (1857-1934) 「行進曲 威風 堂 マ 第 4 番」 

フ エリクス. メンデルスゾーン （1809-47) 「オラトリオ アタリ ェ より . 司祭の 戰争 行進曲」 （作品 74) 
ジョージ. フレデリック. ヘンデル (1686-1759) 「王宮の 花火の 音楽より • 歓喜」 (1 749) 
エドワード • エルガー （1857-1934) 「イギリス 行進曲」 (1897) 



女王陛下 どェ ジン バラ 公 は、 聖堂 参事会、 ロンドン 主教、 カンタベリー 大主教 
に 導かれて、 大聖堂 西 端へ 進む。 ロンドン 市長が 真珠 剣 を 奉持して 女王陛下の 
前 を 進む。 



続いて 王族 は 大聖堂 西大 扉に 進み、 そこで 聖堂 参事会、 ロンドン 主教、 カン タ 
ベ リ 一大 主教 は王拔 をお 見送 りする。 



ロン ドン 市長 一行 は 大聖堂 南西 扉に 導かれる。 



王室 礼拝堂 聖歌隊、 セント ボール 大聖堂 聖歌隊、 聖堂 参事会 補佐 団、 キリスト 
教各教 流 代表、 聖堂 参事会、 王室 礼拝堂 祭具 室長、 王室 礼拝堂 参事会 副会長、 
王室 付牧 師団 執務、 王室 付牧 師団 会長、 王室 慈善 担当 主教、 スコッ ト ランド 聖 
公会 主 座 主教、 化 アイ ル ラン ド 及び ゥ ユール ズ 大主教、 スコッ トラ ン ド 長老 教 
会 大会 議長、 ヨーク 大主教 は、 聖歌隊 席の 配置 場所から 出て 聖堂 参事会 長 用 側 
廊下に 灵る。 



着^ 
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ヨーマン 近衛兵 は 大聖堂 西 端 を 出て、 身廊 化側廊 を 通って 墓所に 灵る。 
名誉 近衛兵 は ヨーマン 近衛兵に 続 く 。 

紋章 院大 官、 紋章 院中 官、 紋章 院 小官 は、 大聖堂 西 端 を 出て、 聖堂 参事会 補佐 

団用側 廊に灵 る。 

世界 諸 宗教 代表者 は ドーム 直下の 配置 場所 を 出て、 聖堂 参事会 長 用 側 廊に灵 る。 

大聖堂から ii 出す る よ う 儀仗 官 また は 執事が お 声 かけする ま では、 着席した ま 
までいて く ださ い。 

その後、 大聖堂 主体 部に 着席され た 会衆 は、 ロンドン 市庁 舎での ロンドン 巿自 
治 組合 主催の 午餐会へ ど 案內さ れ ます。 
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